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セレノアミドとフェニルリチウムとの反応をNMR CH， 13C) で追跡することにより，セレノカルボニ
ル基への求核剤の付加中間体の存在を明らかにしているO
第二章では，セレノアミドの親電子剤に対する反応'性について検討し，ルイス酸存在下アルデヒドと










による単体セレンおよび単体硫黄の還元反応を検討し，本反応により対応するアニオン種 (8e2 -, 8e 2 2 -, 8 2 ー
および S22一)への還元が容易に達成できることを明らかにしている。またこれらのアニオン種 (88 2 一，
8e2 












の反応により，新規含セレン複素環化合物である 6H-l ， 3 ， 5 ーオキサセレナジン誘導体が高収率
で得られることを見い出している。




4) ヨウ化サマリウムにより単体セレンが 8e 2 または Se22 へ容易に選択還元できることを見い出し，
これらのアルキル化によりセレニドおよびジセレニドの簡便な合成法を確立するとともに，同様の反
応が相当する硫黄化合物の合成にも適用できることを明らかにしている。
以上のように本論文は炭素 セレン二重結合の反応'性の解明と，それに基づく新規反応の開発を行な
い，さらにその成果を有用な合成反応の確立へと発展させたもので，ヘテロ原子化学および有機合成化
学の発展に貢献するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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